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保育園だより No.１61 2024年 10月 1日 せたがや小鳥の森保育園 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

保育理念 

１、 乳幼児期の子どもの最善の利益を

守る保育園 

２、 地域の多様な子育ての要求を受

け止め助ける保育園 

３、 すべての子どもたちが健やかに育

ち、すべてのものの生命を大切に

し、平和な社会をめざす保育園 

保育目標 

１、 人格を尊重し、一人ひ

とりの発達を援助する 

２、 保護者と子育てを協

同する 

３、 保育園の社会的役割

をはたす 

 

めざす子ども像 

１、 心身ともに健康な子ども 

２、 自分の要求を持ち、豊かに表

現し実現しようとする子ども 

３、 自分を大切にし、仲間を大切

にする子ども 

 

10 月の予定 

１日（火）  幼児環境学習…警察の方が来て

交通安全指導があります 

８日（火）  ３才児遠足（雨天１１日） 

１０日（木）  健康診断（全員）  

１５日（火）  身体測定（幼児） 

１６日（水）  ４，５才児遠足（雨天１８日）    

１７日（木）  身体測定（乳児） 

２４日（木）  烏山児童館にて５才児保護者 

        向け・学童 BOP の説明会 

        １４：００～ 

２９日～３１日 三鷹市第三中学校の職場体験で

３人の生徒さんが保育に入ります 

 今年も子ども達が園庭で、夏野菜を植えました。２

才児から幼児までの子ども達で、水やりをやったり成

長していく様子を観察したり収穫体験を楽しむことが

できました。食べごろになり収穫した際には毎回、子

ども達が給食に使ってもらうように調理室まで届けて

くれます。今年はきゅうり、トマト、オクラなどいろいろ

な種類に挑戦しましたが、その中でもなすが、ダント

ツに豊作でした。出来栄えも良く、いまだ成長し、実

がなっています。 

３才児の男の子は、なすが苦手でいつも残してい

たそうですが、園庭のなすの実がなっているのを見

た時に 

 「このなすが給食にはいっているんだよ」 

と話をしたところ、なすが食べられるようになったとの

ことです。苦手なものを自分から食べてみようと思っ

たきっかけになる「食育」は、好きなものを好きなだ

け食べられる時代に本当に必要だと感じました。 

 また、今度は、何を植えようか・・・と楽しみになった

エピソードでした。         園長 真鍋 桂子 

 

 

    

    

子どものことば 

 園庭で収穫したなすを水道で洗っていた４さい

じの Aちゃん。 

 収穫したばかりでなすの表面はつるつるぴかぴ

かなので、水は、はじいて下にポタポタと落ちてい

きました。その様子を見て Aちゃんは、 

 「みずがとけてるみたい！」 

と、言っていました。 

氷が溶けてポタポタ落ちる様子と重なったのか？

おもしろい表現だと思いました。 

年間予定の日程から変

更になっていますの

で、ご注意ください 


